
理事選挙規程 

 

 

第1条（目的） 本規程は、緊急人道支援学会会則第１０条‐１の規定に基づき、理事の選任

に関する選挙について、公正かつ円滑に実施するために必要な事項を定めることを目的と

する。 

 

第2条（選挙管理委員会の設置） 

1. 理事選を管理するため、選挙管理委員会（以下「委員会」という）を設置する。 

2. 委員会は若干名で構成し、理事会が選任する。 

3. 委員およびその配偶者ならびに三親等以内の親族は理事の候補者となることはできな

い。 

 

4. 委員の互選により委員長1名を置き、委員長は選挙の執行を統括する。 

第3条（委員会の権限） 委員会は次の事項を行う。 

１．選挙日程の決定および公示 

２．候補者の受付（自薦）および候補者資格の確認 

３．選挙の実施 

４．開票および結果の確定 

５．選挙に関する異議申立ての審査・決定 

 

第4条（選挙権・被選挙権） 

1. 本会の正会員は、選挙権を有する。ただし、投票開始日までに前年度会費が未納である

者は、選挙権を有しない。 

2. 正会員で当該年度の会費を完納している者は、被選挙権を有する。ただし、反社会的勢

力との関係が認められる者、過去の言動等から緊急人道支援学会の理事として不適格と理

事会が判断した者は、被選挙権を有しない。 

 

第5条（立候補の手続） 

1. 立候補者は、所定の届出書（略歴）を委員会に提出しなければならない。 

 

第6条（選挙方法） 

1. 選挙は無記名投票とする 。投票方式は、郵送によるもののほか、ファックスによるも

の、電子媒体を利用したものを認めることができる。 

2. 投票は一人１回とし、代理投票は認めない。 



3. 正会員は、候補者の中から5名以内の氏名を連記して投票するものとする。投票 

の秘密は厳格に保持する。 

 

第7条（選出区分および当選者の決定） 

1. 投票終了後、委員会は速やかに開票を行う。 

2. 選出理事は、得票数の多い者から順に、10名を目安に決定する。 

3. 得票数が同数の者が複数おり、当選者を特定できない場合は、委員会による抽選に 

より決定する。 

 

第8条（異議申立て） 

選挙結果に異議がある場合、会員は結果公表後3日以内に、書面または電子メールにより

委員会へ申し立てることができる。委員会は申し立てを受領後、５日以内に審査・決定

し、その結果を申立者に通知する。委員会の決定は最終とする。 

 

第9条（規程の改正） 本規程の改正は理事会の議決を経て行う。 

 

附則 本規程は、2026 年 6 月 8 日から施行する。 

 


